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1. 背景 
 茨城県⼤洗町は⾵光明媚な⾃然環境と、豊かな観
光資源を持ち合わせた茨城県⼀の観光地である。特
に、⼤洗町の北部に広がる松林と⼤洗海岸は、⽩砂
⻘松の⽇本の渚百選や⽇本の⽩砂⻘松百選に選ばれ
るなど⼤洗町を代表する⾃然景観となっている。 
 

1) 荒廃した砂浜 
⼤洗海岸の北側には、1961 年頃まで幅 130m も

の砂浜が広がっていたが、急速な侵⾷による汀線
後退が⼤幅に進んだ。図 1 には、対象敷地におけ
る 1961 年から 2015 年までの海岸の変遷を⽰す。 

図 1 によると、1961 年には、B-B’上では 100m
以上の砂浜があった。1975 年までに県道が拡幅さ
れ、道路に沿う駐⾞場が造られたが、この時期、
1961 年時点とほとんど変わらなかった。1993 年で
は、B-B’上での汀線までの距離は 94m となり、
2012 年までに B-B’上での浜幅が 38m に狭まっ
た。このとき、浜崖の発達も進んだ。最終的に
2015 年では B-B’上の浜幅は 32m まで狭まった。
これらのことを踏まえると、汀線の経年的後退と
歩調を合わせるように護岸が前出しされた結果、
浜幅が急速に狭まったことが、明らかである。 

 
図 1. 1961~2015 年の海岸の変遷 ※参考⽂献 1) 

また、浜幅の減少と浜崖の発達に対する対策と
して波消しブロックが設置されているが、景観を
損なっている(図 2)。 

  
図 2. 現在の砂浜 

 
2) 海岸沿いに広がる駐⾞場 

現在、⼤洗海岸沿いには広⼤な駐⾞場が広がっ
ており、ツーリングや海辺のレジャーなど海を訪
れた観光客や地域住⺠に利⽤されている。しか
し、松林や砂浜などの⾃然景観が魅⼒である⼤洗
海岸にとって、平坦な敷地が景観と調和しておら
ず、景観を損ねる要因の１つとなっている。 

     
図 3. 現在の駐⾞場 

 
3) ⾃動運転技術の確⽴ 

  国交省が推進する MaaS や⾃動運転技術の発展
によって、AI による乗り捨て型カーシェアリング
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システムが普及することが想定される。この想定
に伴い、これまでの駐⾞場が必要なくなり、公共
空間への転⽤が可能になると予想される。 

 
2. ⽬的 
 本設計では、景観に配慮した海岸侵⾷対策と駐⾞
場を松林として植栽することで景観保全を⾏い、⾵
景の回復と新たな魅⼒的な景観を創出する。また、
⼤洗海岸を訪れた⼈で賑わう憩いの場を計画し、地
域活性化を⽬指す。 
 
3. 対象敷地 
 対象敷地は茨城県東茨城郡⼤洗町にある⼤洗海岸
の⼀部に位置する。敷地東側には太平洋が広がり、
周辺にはアクアワールド⼤洗⽔族館や⼤洗磯前神社
前に栄える旅館街がある。

 
図 4. 対象敷地周辺の位置関係図 

（国⼟地理院地図に対象敷地等を追記して掲載） 
 
4. 設計⽅針 

1) 景観に配慮した海岸侵⾷対策 
海岸侵⾷による砂浜の減少や景観を損ねる波消

しブロックに対して、景観に配慮した計画を⾏
う。 

 
2) 駐⾞場の松林化 
今後利⽤されなくなる駐⾞場を撤廃し、⼤洗町

の観光資源の１つである松を、海岸と調和させた
景観林として植栽することで、新たな景観資源と
しての魅⼒を創出する。 

  
3) 交通機能の整備 

対象敷地南部の駐⾞場は、新たなカーシェアリ
ングシステムに対応したロータリーとして整備す
る。周辺には、公共トイレや更⾐室といった現在
の駐⾞場内にある施設の機能を受け継いだ計画を
⾏う。 

4) 憩いの場の設計 
観光客のみならず、地域住⺠も集う憩いの場の

設計を⾏う。⽔族館と旅館街を結ぶ新たな活動拠
点として賑わいの場を創出し、地域活性化を⽬指
す。 

 
5. 設計 

1) 景観に配慮した海岸侵⾷対策 
海岸侵⾷の対策として、景観への配慮を前提と

した 2 つの⼯法を選定した。 
  1 つ⽬は、ヘッドランド⼯法である。この⼯法 

は現在、茨城県で⾏われている海岸侵⾷対策であ 
り、突堤に半円形のヘッドを設ける事で T 型の脇 
に循環流が⽣まれ、砂浜の流出を防ぐ効果があ
る。選定理由としては、ヘッド部に丸みを持た
せ、堤体を守ための波消しブロックを沖側に配置 
する事で景観に配慮した構造になっているととも 
に、茨城県の海岸侵⾷対策に則っており、親和性 
の⾼い設計となるからである。 

  対象敷地において本来、砂浜を守る役割を持つ 
岩礁が南側にあるため、それに対応した位置であ 
る北側の部分に設計する。設計する堤防より北側 
はコンクリート護岸であることから、本設計では 
T 型ではなく L 型とし、堤防設置の際には、図 5 
のように養浜も⾏う。  

 
図 5. 堤防の設計位置 

 
   2 つ⽬は、サンドパック⼯法である。台⾵など 

によって⼤きな波が来たときに浜崖の根元がなく 
なり、上部の砂丘が滑り落ち、削られる事が海岸 
侵⾷の⼤きな原因である。それを防ぐために、対 
象敷地のような波消しブロックが置かれることが 
実例として多いが、サンドパック⼯法は袋に砂を 
詰めたものを浜崖の根元に設置し養浜する事で、 
浜崖の根元を保護するだけでなく、⾃然な海岸を
形成することが出来る。これによって景観を損ね
ず海岸を守れることが選定理由である。 

  現在、対象敷地において波消しブロックが置か 
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れている部分を中⼼として、南北⽅向約 400m の 
規模（図 6）で、図 7 の A-A’断⾯図のようにサン 
ドパックを埋設する。 

 
図 6. サンドパック設置図 

 

 
図 7. A-A’断⾯図 

 
2) 駐⾞場の松林化 

沿道の広⼤な駐⾞場の敷地に、海岸と調和させ
た景観林として松を植栽することで、1660 年代に
⽔⼾藩主によって植栽された松の景観を取り戻す
とともに、本来の機能である防⾵・防砂を期待す
ることが出来る。 

また、松を植栽する際に、図 8 のように平坦で
あった敷地を沿道から浜辺にかけて緩やかな斜⾯
として整備する。緩やかな斜⾯はサンドパック⼯
法で実現することができ、浜崖の解消にも繋が
る。 

 
図 8. 松林化前後の海岸断⾯図 

 
3) 交通機能の整備 

敷地南側の浜辺は磯遊びやサーフィンなどの海
辺のレジャーの際に利⽤されることが多く、夏場
には⼈で賑わう。そのため、AI による乗り捨て型
カーシェアリングシステムに対応したロータリー

を敷地南側に設計することで、観光客や地域住⺠
が対象敷地へのアクセスを容易に⾏うことが可能
となり、⼈の流れを⽣み出すきっかけとなる。 

図 9 のようにロータリーの北側を⼊⼝、南側を
出⼝とした⼀⽅通⾏の動線とする。カープールは
最⼩限に抑え、乗降場を広く設けることで、乗り
捨て型カーシェアリングシステムの利点を確保す
る。 

また、ロータリー周りにシャワー室を備えた更
⾐室や公共トイレを配置し、海辺のレジャーに訪
れた⼈の利便性を考慮する(図 10)。 

  
図 9. ロータリーの動線計画と配置図 

 

 
図 10. ロータリーの様⼦ 
（左の建物は公共トイレ） 

 
4) 憩いの場の設計 

対象敷地の魅⼒である⾃然を楽しみ、⾃然に調
和した設計とする。そのため、⾃然の微地形を活
かすことに要点を置く。 

  
図 11. 憩いの場配置図 
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松林を植栽した緩やかな斜⾯に、松を避けなが
ら⾼低差を活かしたテラスや店舗をランダムに設
け、商業施設と⼩さな街の広場が融合した、⼈々
を惹きつけ、賑わい、憩う場所を提案する。 

 
  商業施設としては、カフェやレストラン、物産
販売店を⼩規模ではあるが計画する。松の⽊を避
けつつ、店舗やテラスを設計することで、⼈々を
奥へと引き込む効果を期待する。 

     
図 12. 店舗の並び 

 
  ⾼低差を活かしたテラスは、段差を利⽤してベ

ンチにもなるため、⼀⼈ひとりが好きな場所を⾒
つけて腰掛けることができる。 

  

ランダムに配置されたテラスから張り出したウ
ッドデッキに⾜を運べば、松の⽊々の間から⼤洗 
の海を眺めることが出来る。 

  
図 14. 張り出したウッドデッキからの眺め 
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    図 13. ⾼低差を活かしたテラス 
 

 
図 15. 配置図 


